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栗栗栗 体を動かす楽しさを味わい、意欲をもって運動に取り組む児童の育成 栗栗栗
　知・徳・体をバランスよく育てることの重要性は誰もが認識しています。中でも、学力の低下の指摘や子どもたちの心
の育ち方、つまり「知育」「徳育」へより多くの関心が注がれています。では、「知育」「徳育」の土台とも言うべき「体
力」はどう変化しているのでしょうか。
　文部科学省は昭和３９年から、児童・生徒の体力・運動能力調査を実施しています。この調査によ
ると、昭和６０年当時の子どもたちと現代の子どもたちとの運動能力や体力の比較では、５０ｍ走や幅
跳び、ソフトボール投げなど大きく低下していることが指摘されています。また、まっすぐ走れな

い、転んでも手が出ず顔から着地してしまう、背中が丸く背筋を伸ばして座れない、すぐ「ぐにゃぐにゃ」となる
など、子どもたちの体力について、多くの課題が以前から指摘されています。本校にもその課題はあります。
　この体力低下の問題は、都心部や自然豊かな地方の子どもたちの体力が低下傾向であることが指摘されていま

す。地方でも交通の発達により、子どもたちの歩く機会が極めて少な
くなったと言われています。
　千葉大学の明石要一先生の調査では、３０年前の子どもたちは１日約
２万歩を歩いていましたが、現代の子どもたちは約１万歩程度だそう
です。この３０年近くで、子どもたちの行動半径が１万歩近く狭くなっ
ています。これを時間に換算すると、ほぼ１時間強の時間となるそう
です。子どもたちの体力の低下は、生活様式が変化したからだけでは
ないのです。
　基本的な体力、運動能力を向上させ健康教育を推進することは、一
人ひとりがより元気に健康で自分らしく成長し、生き抜くための基盤
となるものであると考えます。「運動」は体中の関節や筋肉の可動性や
伸縮性を発達させます（写真１・２）。外遊びは友達とのコミュニケ
ーションの能力や感性・感覚を向上させます。
　本校は、東京都教育委員会の３年間の研究指定を受け、「下里小学校
　アクティブライフプロジェクト」として、①運動の日常化（休み時
間等における外遊び）、②運動技能の育成・向上（子どもの運動技能
向上及び教員の授業改善）、③健康にたくましく生きる（基本的生活習慣について）を柱に、人間の基本的な運動技
能や感性を向上、発達させ、自らが健康に関して意欲的に取り組み、アクティブ（活動的）になるような取り組みを、
今まで以上に充実させました。その結果、学校全体で「けが」が減ってきている状況があります（図１）。これは、
体力が向上してきていること（図２）や体幹が強くなってきたことによる成果であるととらえています。
　今後も子どもたちが、より元気に健康で自分らしく成長し生き抜く基盤である体力向上を目指していきます。

（市立下里小学校　校長　湯浅　泰美）

栗栗栗 心と体をつなぎ、豊かなスポーツライフを築く生徒の育成を目指して 栗栗栗
　東京都は中学生の体力低下を喫緊の課題とし、平成２８年度から、全ての中学校が目標や取組内容を定めた計画を
基に取り組みを強化しています。
　本校では、「体力」は人間の活動の源であり、物事に取り組む意欲や気力といった精神面の充実
にも深く関わるとともに、人間の健全な発達・成長を支え、健康的で充実した生活を送る基盤とな
るものとして、次の目標を掲げました。◎社会人としての基盤となる体力を身に付けるために、ス
ポーツを充実させる　◎体幹の基盤となる正しい姿勢、歩き方を身に付ける　◎健康のため、基本
的な生活習慣を確立する　◎大きな声であいさつができる生徒を育成する
　この目標を実現するにあたり、東京都の体力・運動能力調査の結果を基に、本校の生徒の課題を
以下の４点とまとめました。◎超アクティブ生徒と非アクティブ生徒の体力差が大きい（運動部等
に所属か所属でないか）　 ◎女子に体力の低下が見られる　◎ＳＮＳの
ルールが守られていない　◎体力テストのうち握力と投力が弱い
　これらの課題を基に目標達成のための方策を考える上で、東洋大学ラ
イフデザイン学部健康スポーツ学科の鈴木哲郎教授、平野智之准教授及
び清和大学短期大学部の小野澤尚也講師にご指導いただいて研究を進
め、体力数値の向上と生活改善の成果を得ることができました。
　これまでのスポーツの３要素は「遊戯」「競争」「激しい身体活動」と
言われてきましたが、現代においては健康増進のための軽運動や体操な
ど、「競争」を目的としない運動も幅広くスポーツとして認められていま
す（出典「日本スポーツ協会推進方策２０１８」が目指すスポーツのこれか
ら）。そこで、特に、非アクティブ生徒のスポーツライフを築くために外
部指導員や本校の教員で、「健全に生活するための体力を向上させるた
めのプログラム」「運動をするための体力向上プログラム」を実践しま
した。その一部を紹介します。
　（１）健全に生活するための体力を向上させるためのプログラム、毎朝、ヨガインストラクターが録音した音声
を流し、ゆったりとした呼吸で、座ったまま上半身の伸びや回旋を繰り返すうちに、心と体の緊張をほぐし頭や目、
肩の疲れを和らげることを目的とするものです。（２）運動をするための体力向上プログラムは三つの要素があり、
①体力向上プログラム（長期休業中の課題設定、部活動を中心にサーキット・トレーニングの実施）、②投力向上
プログラム（理論にそった投げ方のトレーニングの授業推進、球技でハンドボールを扱う）、③握力向上プログラ
ム（教室に握力計を置き、気軽に測定できる環境を整備し、「握力パワー・アップ月間」で優秀クラスと個人賞を
表彰。この結果、投力は全学年男女ともに全国平均に達し、握力は男子が都の平均値に達し女子の向上もあった）、
（３）豊かなスポーツライフを築く力を身に付けるためのプログラム、①ラグビー・トレーニング部の設置〔部活
動〕、②ＳＮＳ学校ルールと家庭ルールの設定と実施状況調査などです。
　「生活改善」は、家庭の協力が必要です。学校と家庭が共通の目標をもち、連携して子どもたちのよりよい生活
を目指して、今後も取り組んでいきます。（市立久留米中学校　校長　齋藤　実）
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祝祝

　市内の小・中学校では、子どもたちが心身ともに健康で人間性豊かに育つよう、工夫を凝らした取り組みを進めています。
　今号では、「アクティブライフ研究実践校」として、東京都教育委員会から都内の公立小学校約１,３００校のうちの２０校に指定
された市立下里小学校と、「スーパーアクティブスクール指定校」に指定された市立久留米中学校の取り組みを紹介します。
　“運動をするための”体力向上を目指す取り組みなど、ひと昔前とは異なる体力の状況にある子どもたちの様子もうかがえま
す。詳しくは指導室☎４７０・７７８１へ。
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〈プロ野球球団の選手による授業の取り組み〉

↑平野教授による指導を受けている様子

写真３

ヨガ教室（写真４）

毎朝の２分間ヨガ（写真５）

リズム気功（写真６）

〈健全に生活するための体力を
　　向上させるためのプログラム〉
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〈図１　下里小における３年間のけがの推移〉

〈図２　下里校における３年間の体力調査合計点の変化〉


